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1 まえがき
本グループでは，Javaプログラミング教育における，

学生の学習支援および教員の負担軽減を目的として，テ
スト駆動型開発 [1]に基づく Javaプログラミング学習支
援システム JPLASを実装・運用している．JPLASでは，
課題に対して，教員がテストコードを登録し，それにパ
スするように学生がソースコードを作成し，テストコー
ドを用いての自動検証を行う．ここで，通常，教員はテ
ストコードの作成に不慣れであるため，先行研究で教員
のソースコードからテストコードを自動生成するツール
の提案を行った [2]．しかし，本ツールは初学者向けと
して標準入出力を含むコードに限定していた．そこで，
本研究では，同様に初学者向けである，ファイル入出力
を含むコードへの対応可能とする拡張を行う．

2 対象ソースコードとテスト項目
対象のソースコードは，ファイル入力 FileReader()，

ファイル出力 FileWriter()および例外処理が含まれてい
るものとする．拡張ツールを用いて作成されたテスト
コードのテスト項目は以下のものとなる．

(1) 生徒の作成したソースコード中で FileReader()に
より読み取られるファイルが存在するか否か

(2) 生徒の作成したソースコード中で FileReader()で
読み取りを行うファイルのパスを変更した場合の挙動

(3) 教員の作成したソースコード実行により出力され
たファイルと生徒の作成したソースコード実行によ
り出力されたファイルの比較

(4) 生徒の作成したソースコード中で FileWriter()で
書き込みが行われるファイルのパスを変更した場合
の挙動

3 テストコードの作成
以下に 2のテスト項目に関して詳しく説明する．

3.1 テスト項目 (1)

生徒の作成したソースコード中の FileReader() で
読み取られるファイルのパスを取得する．テスト
コード中で，exists(存在すればTrueを返す)，assert-
True(booleanを値により Trueかどうかの判定をす
る)メソッドを用いてテストを行う．

3.2 テスト項目 (2)

生徒の作成したソースコードのコピーを作成し，作成
されたソースコード中の FileReader()で読み取られ

るファイルのパスの箇所だけを変更する．この変更で
は，ファイルが存在しないパスへの変更を行う．テス
トコードでは，作成されたソースコードに対してテス
トを行い，読み取りファイルのパスが変更されたこと
でエラーが出力されることを期待するテストを行う．
ここでは，ファイルを読み取る際に存在しないパス
が指定されているため，FileNotFoundExceptionエ
ラーが出力されるように例外処理が書かれているこ
とを期待する．

3.3 テスト項目 (3)

予め，教員の作成したソースコード実行で得られる
出力ファイルを用意しておき，そのファイルと，生
徒の作成したソースコード実行で得られる出力ファ
イルとの比較のテストを行う．

3.4 テスト項目 (4)

生徒の作成したソースコードのコピーを作成し，作
成されたソースコード中の FileWriter()で書き込ま
れるファイルのパスの箇所だけを変更する．この変
更では，本来書き込むファイルのパスは教員が指定
するが，その指定されたパス以外の箇所への変更を
行う．テストコードでは，作成されたソースコード
に対してテストを行い，書き込みファイルのパスが
変更されたことでエラーが出力されることを期待す
るテストを行う．ここでは，出力されたファイルを
読み取る際に教員の指定したパスにファイルが存在
しないため FileNotFoundExceptionエラーが出力さ
れるように例外処理が書かれていることを期待する．

4 今後の課題
返り値のあるメソッドを含むソースコードへの対応が

挙げられる．
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